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発達支援ルーム らいく飯塚店 

令和 3年度 事業報告書 

⑴ 職員について 

管  理  者   1 名 機能訓練指導員（OT） 2 名 保  育  士   1名 

児童指導員  1 名 指導員    2 名 計    7 名 

 

⑵ 職員採用退職 

（採用）指導員   2 名 

（異動）作業療法士 1 名  理学療法士 1 名  保育士 1 名 

⑶ 各種会議 

① 事業部会議：毎月 15 日開催。各店舗の管理者が参加。売上新規受け入れ状況、サービス提供に

おける課題、制度改定に伴う対応等を協議。 

② 個別支援会議：9 月、３月開催。利用児童の現状や課題を共有し目標を協議。 

③ 担当者会議：相談支援員、他事業所を含め利用児の状況、目標を協議。 

④ スタッフミーティング：不定期開催。予定等の共有と役割分担を協議。 

 

⑷ 定員及び利用児数(月次表) 

定員：10 名/日 

 

⑸ 療育について 

１） 療育理念 

らいくでは発達に特性があり、ご家庭や友達関係、保育園や小学校等地域の集団生活の場面で適

応が難しいお子様に対して特性に合わせた個別療育や集団療育を提供します。お子様にとって

「自己実現できる場」「楽しい場」「落ち着く場」「チャレンジする場」「仲間づくりの場」であり、

ご家族にとっては「子どもの成長を楽しむ場」「相談できる場」になることを目指していきます。 

 

２） 療育目標 

らいくで療育を行うことで、お子様が日常生活や地域の集団生活の場において落ち着いて過ごせ

るようになる。保護者様にとっては相談出来る場所、子どもの成長を実感してもらうことで気持

ちに余裕をもって子育てが出来るようになる。 
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３） 療育実践内容 

児童発達支援 

発達検査等を用い児童の特性を把握し必要な療育を提供する。 

専門職による運動療法を取り入れ体の使い方の基礎を学び日常生活での自立を促し自分で出来

ることを増やしていく。 

保護者に対しては相談の受付、またお子様の状態の把握やかかわり方などペアレントトレーニ

ングをおこなうことで日常をおだやかに過ごしてもらう。 

 

放課後等デイサービス 

自己評価を行い自身で年間目標を立て、それをもとに活動を一緒に取り組む。 

ソーシャルスキルトレーニング等を用い訓練することで集団でのトラブルをなくせる様にする。 

 

一年間の評価 

らいくで療育をすることで集団への参加や、他者とのトラブルが減り地域で落ち着いて過ごせ

るようになっている。利用児、スタッフ共に大きな怪我がなく運用が出来た。 

保護者に送迎見学してもらうことで、普段見られないお子様の状態を把握してもらい療育の必

要性や関わり方の理解につなげることも出来た。 

3 月時点での保護者アンケートでも満足度は高く、利用児も楽しみにしているという意見がほと

んどだった。 

課題としてはコロナの為地域との連携が取れなかったことで、今後コロナ禍でも地域と連携す

る方法を模索していく。 

 

⑹ 給食：提供無し 

 

⑺ 健康管理 

利用児：利用前の手洗い、体温計測及び保護者様より体調の聞き取り。 

    時間短縮による利用者同士間の接触をなくす。 

職員：出勤前の体温計測。定期健康診断。各種予防接種。  

   発熱時はクリニックを受診し指示を仰ぐ。 

共通：マスク・ゴーグルの着用。オゾン発生装置、オゾン精製装置による空間及び道具の殺菌。湿度

管理。換気。 

 

⑻ 非常災害危険防止等防災訓練の実践状況 

4 月 1 日避難訓練実施 

実施内容：過去の避難訓練の記録を共有。消火機器の場所、避難経路を確認。 
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⑼ ヒヤリハット・事故報告（別紙） 

・ヒヤリハット 1 件 

・事故報告 0 件 

 

⑽ 新型コロナウイルス感染報告 

・感染者数  利用児：5 名   

スタッフ：0 名 

・休業について→なし 

・保護者への対応について：日常の体調管理、来所前の体温チェックなどの感染症対策を徹底しても

らうことでコロナ発生時も早期に連絡をいただくなどができ、休業することがなく営業が出来た。 

 

⑾ 研修・職員育成 
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⑿ 年間行事・デイリープログラム 

 

       

 

⒀ 新たな取り組み 

・令和 3 年 9 月放課後等デイサービスの利用児を対象としたキャンプを企画立案したが新型コロナ

ウイルス感染防止の為中止とした。 

・コロナの為、保育園等との連携が難しいという課題があり、新たな取り組みとして FAX 等での連

携方法を計画し、令和 4 年 4 月から実行中。 

 

⒁ その他 

① 実習生の受入 

リハビリ養成校 １校 1 名 


